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夏
の
暑
い
日
差
し
を
浴
び
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
が
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
愛
媛
県
は
西
日
本
有
数
の
夏
秋
き
ゅ
う
り
産

地
で
す
。
今
年
は
葉
タ
バ
コ
栽
培
か
ら
の
転
換
等
も
あ
り
、
栽
培
面

積
は
前
年
比
１
０
９
％
の
92
・
６
ha
、
共
販
量
は
１
２
４
％
増
の
５
、

７
２
５
ｔ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

県
内
一
の
栽
培
面
積
約
23 

ha
、
生
産
量
約
１
、５
０
０
ｔ
を
誇
る

Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
で
は
、
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
海
沿

い
の
長
浜
地
区
か
ら
河
辺
地
区
ま
で
約
４
０
０
ｍ
の
標
高
差
を
生
か

し
、
６
月
中
旬
か
ら
10
月
ま
で
の
長
期
出
荷
体
制
を
確
立
。
肱
川
の

豊
か
な
水
の
恵
み
、
大
洲
盆
地
や
中
山
間
地
の
昼
夜
の
温
度
差
で
緑

濃
く
、
つ
や
が
あ
り
、
甘
み
と
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
歯
ご
た
え
の
あ
る

き
ゅ
う
り
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
出
荷
規
格
は
長
さ
20
㎝
、
直
径
３
㎝

の
秀
品
Ｍ
サ
イ
ズ
を
推
進
し
て
お
り
、
夏
場
は
１
日
に
５
～
６
㎝
伸

び
る
た
め
、
収
穫
は
休
め
ま
せ
ん
。
連
日
、
朝
ど
り
を
中
心
に
適
期

収
穫
に
努
め
て
い
ま
す
。
収
穫
後
は
水
分
補
給
の
た
め
濡
れ
タ
オ
ル

に
包
み
遮
光
袋
で
保
管
、集
荷
場
ま
で
は
遮
光
シ
ー
ト
を
か
け
運
搬
、

予
冷
庫
で
冷
蔵
、
市
場
ま
で
は
保
冷
車
で
。
鮮
度
は
き
ゅ
う
り
の
商

品
価
値
を
左
右
す
る
た
め
低
温
流
通
に
徹
し
、
主
な
販
売
先
の
京
阪

神
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

集
荷
場
も
お
盆
休
み
も
な
く
40
人
体
制
で
、
終
日
フ
ル
稼
働
で
多

い
日
に
は
16
ｔ
を
出
荷
。
暑
い
夏
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
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JAにしうわ
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今治市波方町

夏
秋
き
ゅ
う
り

が
出
荷
最
盛
期

（
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
）

▼

生
産
者
が
箱
詰
め
な
ど
の
労
力
を
要
せ
ず
、
栽
培
に
専
念
で
き
る
体
制
を
整
え
た
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
の
野

菜
総
合
集
出
荷
場
。
鮮
度
の
目
安
で
あ
る
イ
ボ
（
ト
ゲ
）
も
く
っ
き
り



今月の表紙

　戸を全開にして、枝豆をつまみながら
夏休みの宿題をする子どもたち。外には
緑のカーテンの朝顔が満開、部屋の中で
は扇風機の風に風鈴がチリンチリンと呼
応して、涼を呼び込んでいます。そろそ
ろ休憩タイムかな。冷え冷えスイカとト
マトがお待ちかねですよー。さあ、もう
ひとがんばり、がんばって！

●表紙：夏休み
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.140

夏秋きゅうりが出荷最盛期
（JA愛媛たいき）

●2　 　〈特集〉

	 『ふれ愛・媛ポーク』ブランド強化の取り組み
	 ブランド力をより一層向上し
	 販売拡大と養豚経営の安定目指す
●6　　 THE・ねっとわーく

●10　　 ＪＡ全農えひめグループ７社
	 平成24年度役員体制

●12　　 ふるさと  ESSAY  VOL.208

夢をかたちに
～成功への近道。
　　　　　それは継続すること～
山下　由美さん

●14　　 TOPIC NEWS

●20　　 「えひめの食」企画番組紹介＆レインボーフェスティバルご案内

●21　　 統計BOX

●22　　 JAふるさと自慢Vol.140「直売所めぐり」

 おいでや市～JAうま～

●24　　 READERS通信
NOW  NOW  COOKING 〈今月の素材〉ブドウ

August 2012

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　

そ
の
た
め
、「
系
統
豚
肉
銘
柄
販
売
促

進
事
業
実
施
要
領
」
を
策
定
し
、『
ふ
れ

愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
銘
柄
推
進
協
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
種
豚
生
産
、肉
豚
生
産
、

食
肉
加
工
、
流
通
を
担
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
愛

媛
養
豚
経
営
者
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
全

農
・
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア

イ
パ
ッ
ク
ス
㈱
、
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い

飼
料
㈱
が
一
体
と
な
っ
て
、『
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
』の
円
滑
な
生
産
・
販
売
と
ト
ー

タ
ル
的
な
品
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
件
を
満
た
し
た
認
定
農
場
と

　

愛
媛
県
は
、
年
間
約
40
万
頭
（
う
ち
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
を
通
じ
て
約
50
％
）
を
出
荷
す
る
、
中
国
四
国
地
区
で
ト
ッ
プ
、
西

日
本
で
も
有
数
の
豚
肉
生
産
県
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
管
理
し
た
系
統
ブ
ラ
ン
ド
『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
と
し
て
、

県
内
を
中
心
に
関
西
地
区
で
も
販
売
し
、
消
費
拡
大
と
販
売
強
化
を
通
じ
て
、
養
豚
経
営
の
安
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
愛
媛
の
特
徴
を
活
か
し
た
『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

の
価
値
観
の
多
様
化
や
健
康
志
向
の
広

が
り
の
中
、
高
付
加
価
値
を
持
つ
豚
肉
の

差
別
化
や
産
地
間
競
争
に
対
応
し
、
ま
た

系
統
県
内
産
豚
肉
の
競
争
力
を
高
め
る
た

め
、「
品
質
の
向
上
」
と
「
愛
媛
産
銘
柄

の
確
立
」
を
目
的
に
進
め
た
も
の
で
す
。

生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
体
系
化
し
て
生
産

性
の
向
上
と
豚
肉
の
高
品
質
化
、
愛
媛
の

特
徴
を
活
か
し
た
銘
柄
豚
を
生
産
・
出
荷

す
る
と
と
も
に
、
宣
伝
活
動
を
強
化
し
て

消
費
拡
大
・
販
売
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
畜
産
部
は
、
農
家
経

営
の
安
定
と
愛
媛
県
産
豚
肉
の
消
費
拡
大

を
図
る
た
め
、
平
成
11
年
７
月
に
愛
媛
県

産
系
統
豚
肉
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド『
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
』
の
取
り
扱
い
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
は
、
消
費
者

生
産
者
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

一
体
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

特

集

◆特集：『ふれ愛・媛ポーク』ブランド強化の取り組み

ブ
ラ
ン
ド
力
を
よ
り
一
層
向
上
し

販
売
拡
大
と
養
豚
経
営
の
安
定
目
指
す
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■「ふれ愛・媛ポーク」生産・加工・流通・販売の流れ

ネーミング
【コンセプト】

生産県である「愛媛」と生産者と消費者を
つなぐ「ふれあい」で、産地の風土と気質
や人情の豊かさを表現し「ふれ愛・媛ポーク」
と名付けました。

ブランドマーク
【コンセプト】

豚の顔をモチーフに、親しみやすさを笑顔・
カラーで表現し、身近な地元ブランドの銘
柄豚として「安心感」「満足の味」をお客様
にアピールします。
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「
と
こ
と
ん
」
＝
親
豚
の
品
質
、「
い
き
い

き
」
＝
飼
料
の
品
質
、「
の
び
の
び
」
＝

環
境
の
品
質
、「
あ
ん
し
ん
」
＝
加
工
の

品
質
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
４
つ
の
品

質
を
追
求
し
た
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

　

生
産
者
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
協
力
し
、

肉
質
の
す
ぐ
れ
た
親
豚
（
種
豚
）
を
厳
選

し
、
子
豚
の
頃
か
ら
徹
底
し
た
飼
育
管
理

を
行
っ
て
大
切
に
育
て
、
よ
り
美
味
し
い

肉
を
消
費
者
に
安
心
し
て
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
生
産
・
出
荷
に
努
め

て
い
ま
す
。

①
と
こ
と
ん
＝
親
豚
の
品
質

　

親
豚
（
種
豚
）
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

種
豚
増
殖
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
供
給
し
た
ハ

イ
コ
ー
プ
豚
を
使
用
。肉
豚
に
つ
い
て
は
、

ハ
イ
コ
ー
プ
の
三
元
交
雑
種
Ｌ
Ｗ
Ｄ
が
基

本
で
す
。

②
い
き
い
き
＝
飼
料
の
品
質

　

飼
料
は
、『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
用

と
し
て
小
麦
や
愛
媛
県
産
の
み
か
ん
成
分

な
ど
を
配
合
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
独
自
の

飼
料
を
開
発
・
使
用
し
、
肉
質
の
向
上
を

追
及
し
て
い
ま
す
。

③
の
び
の
び
＝
環
境
の
品
質

　

養
豚
経
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
養
豚
物
語
」

に
基
づ
く
管
理
を
行
い
ま
す
。
特
に
豚
に

と
っ
て
よ
り
自
然
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ

し
た
ト
ー
タ
ル
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

販
売
指
定
店
に
認
定
証
の
交
付
を
行
い
、

高
品
質
な
豚
肉
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立

と
適
正
表
示
販
売
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
名
の
『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』

は
、
愛
媛
の
豊
か
な
風
土
や
人
情
の
豊
か

さ
、
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
願
っ
て
名

づ
け
た
も
の
。
愛
媛
ら
し
さ
を
追
求
し
、

④
あ
ん
し
ん
＝
加
工
の
品
質

　

最
新
設
備
を
備
え
た
食
肉
セ
ン
タ
ー
で

と
畜
処
理
し
ま
す
。
加
工
か
ら
物
流
ま
で

を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
よ
り
新
鮮
に
、

よ
り
安
心
に
、
美
味
し
さ
を
食
卓
に
届
け

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
消
費
者
の
支

持
拡
大
・
浸
透
を
め
ざ
し
、
親
し
み
と
か

わ
い
ら
し
さ
の
あ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
４
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

前
面
に
打
ち
出
し
て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
の
制
作
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、

店
頭
や
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
生
産
者
参
加
に
よ
る

試
食
販
売
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
物
流
ト

ラ
ッ
ク
の
運
行
の
ほ
か
、
顔
の
見
え
る
販

売
を
テ
ー
マ
に
豚
肉
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入
な
ど
、
効
果
的

な
販
売
促
進
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
開
始
３
年
目
の
平
成
13
年
度
に

は
、
消
費
者
調
査
の
結
果
、
県
内
で
の
認

知
度
約
72
％
と
浸
透
。
平
成
15
年
か
ら
は
、

地
産
池
消
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
推
進
を
め

愛
媛
ら
し
さ
と
４
つ
の
品
質
を

追
求
！

安
心
・
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
着
実
に
浸
透
！

特

集
◆特集：『ふれ愛・媛ポーク』ブランド強化の取り組み
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ざ
し
て
、
地
域
・
農
場
と
販
売
店
が
直
結

し
た
販
売
と
し
て「
サ
ブ
ブ
ラ
ン
ド
」の
販

売
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
愛
媛
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
着
実
に
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、『
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
』
ブ
ラ
ン
ド
の
浸
透
と
消
費
拡

大
、
地
産
地
消
の
推
進
、
販
売
店
の
販
促

支
援
を
目
的
に
、
県
内
の
消
費
者
を
対
象

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
23
年
度
は
、
今
年
１
月
14
日

か
ら
２
月
29
日
ま
で
、
購
入
し
て
い
た
だ

い
た
方
が
商
品
に
付
い
て
い
る
認
定
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
応
募
し
て
い
た
だ
く
方
法

（
ク
ロ
ー
ズ
ド
方
式
）
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
応
募

数
が
前
年
ま
で
２
、０
０
０

通
前
後
だ
っ
た
も
の
が
、
今

回
は
３
、５
０
０
通
と
大
き

く
増
加
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
寄
せ
ら
れ
た
声
か
ら
も
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
着
実
に

浸
透
・
定
着
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

■�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
寄
せ
ら

れ
た
声

◇�

媛
ポ
ー
ク
は
信
頼
で
き
る

　

�

商
品
な
の
で
、
マ
ー
ク
を
目
印
に
購
入

し
て
い
ま
す
。（
33
歳
女
性
）

◇�

媛
ポ
ー
ク
の
あ
る
店
に
買
出
し
に
行
っ

て
い
ま
す
。
愛
媛
の
自
慢
の
味
、
美
味

し
い
で
す
。
安
心
し
て
食
べ
て
ま
す
。

（
39
歳
女
性
）

◇�

あ
ぶ
ら
が
美
味
し
い
の
で
豚
バ
ラ
を
よ

く
買
い
ま
す
。（
33
歳
女
性
）

◇�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
食
べ
ま

し
た
。
柔
ら
か
く
て
臭
み
も
な
く
、
む

つ
こ
く
な
い
の
で
家
族
み
ん
な
大
好
き

に
。
生
産
者
の
方
々
、
豚
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
26
歳
女
性
）

◇�

原
発
事
故
以
来
、
国
産
の
表
示
だ
け
で

は
信
用
で
き
ず
、
親
に
チ
ル
ド
ゆ
う

パ
ッ
ク
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
20
代
男
性
）

◇�

媛
ポ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
見
る
と
安
心
し

て
美
味
し
く
食
べ
れ
ま
す
。（
70
歳
女
性
）

　

現
在
、
養
豚
経
営
は
、
枝
肉
相
場
が
低

迷
す
る
一
方
で
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
止

ま
り
を
受
け
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
消
費
面
で
は
、
原
発
事
故
後
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
や
生
レ
バ
ー
食
中
毒
事

件
な
ど
、
食
の
安
全
を
揺
る
が
す
問
題
が

後
を
絶
た
ず
、
消
費
者
の
食
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
消
費
者
に
豚
肉
を

安
心
し
て
食
べ
て
い
た
だ
け
る
生
産
・
流

通
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、

『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
ブ
ラ
ン
ド
を
核

と
し
て
、
県
内
だ
け
で
な
く
関
西
地
区
で

も
店
頭
消
費
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
食
育
や
食
農
の
観
点
か
ら
消
費
者

と
の
交
流
の
場
を
活
用
し
産
地
情
報
の
発

信
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
消
費
拡
大
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
面
か
ら
も
「
系
統
養
豚
生

産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
」を
設
置
し
、

実
証
試
験
を
通
じ
た
繁
殖
管
理
手
法
の
確

立
や
優
良
先
進
農
場
の
飼
養
管
理
の
研
修

を
通
じ
て
、
生
産
性
向
上
と
肉
質
向
上
を

推
進
し
、『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
が
消
費
者
の

信
頼
と
支
持
を
確
立
・
拡
大
し
て
い
く
に

は
、
肉
質
・
生
産
性
の
向
上
、
消
費
者
へ

の
継
続
し
た
ア
ピ
ー
ル
な
ど
長
い
年
月
が

必
要
で
す
。
消
費
拡
大
や
生
産
面
に
お
け

る
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
産
性
・
肉
質
向
上
と

店
頭
消
費
宣
伝
活
動
で

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
め
ざ
す
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

６
月
29
日
、
松
山
市
の
Ｊ

Ａ
愛
媛
で
会
員
代
表
者
会

を
開
き
、
平
成
23
年
度
の

事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

■
平
成
23
年
度
事
業
報
告

　

取
扱
高
は
、
食
糧
部
・
営
農
販
売
部
・

畜
産
物
が
計
画
を
上
回
っ
た
も
の
の
、

生
産
資
材
部
と
生
活
部
が
計
画
を
下
回

り
、
全
部
門
合
計
で
は
計
画
比
97
％
の

８
６
２
億
８
、４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

食
糧
部
は
、
米
・
麦
の
集
荷
・
販
売
数

量
は
減
少
し
た
も
の
の
、
販
売
価
格
高
に

よ
り
計
画
比
１
０
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

営
農
販
売
部
は
、
天
候
不
順
に
よ
り
野

菜
類
の
取
扱
い
は
減
少
し
た
も
の
の
、
柑

橘
類
の
取
り
扱
い
が
増
加
し
、
計
画
比

は
財
務
損
益
及
び
事
業
外
利
益
が
減
少
し

た
も
の
の
計
画
を
８
、６
０
０
万
円
上
回

り
、
当
期
利
益
は
計
画
８
、８
０
０
万
円

に
対
し
て
９
、５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社
の
概
要

も
報
告
さ
れ
、
７
社
の
売
上
高
合
計
は
計

画
の
５
７
４
億
円
に
対
し
て
５
７
２
億
円

（
計
画
比
１
０
０
％
）
と
な
り
、
当
期
利

益
段
階
で
は
全
社
黒
字
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
各
連
合
会
表
彰
も
行
わ
れ
、

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
関
係
で
は
、
平
成
23
年

度
の
系
統
経
済
事
業
の
取
り
組
み
に
功
績

の
あ
っ
た
３
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
職
員
17
人
を
表

彰
し
ま
し
た（
表
彰
者
は
左
表
の
と
お
り
、

敬
称
略
）。

１
０
０
・
４
％
と
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

畜
産
部
は
、
牛
枝
肉
の
取
り
扱
い
増
、

豚
枝
肉
の
市
況
回
復
に
よ
り
、
計
画
比

１
０
８
％
と
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
産
資
材
部
で
は
、
農
機
の

取
扱
増
が
あ
っ
た
も
の
の
、
肥
料
・
農
薬

の
取
り
扱
い
減
少
、
畜
産
施
設
等
の
次
年

度
へ
の
繰
越
、段
ボ
ー
ル
資
材
の
柑
橘
類
・

落
葉
果
樹
・
野
菜
の
数
量
減
に
よ
る
取
り

扱
い
減
少
が
あ
り
、
計
画
比
93
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

生
活
部
で
は
、
生
活
用
品
及
び
石
油
の

取
り
扱
い
減
少
等
に
よ
り
、
計
画
比
80
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
利
益
段
階
に
お
い
て
は
、
事
業
管

理
費
の
削
減
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
９
、

５
０
０
万
円
の
黒
字
。
経
常
利
益
段
階
で

管理部

会
員
代
表
者
会
を
開
き

平
成
23
年
度
事
業
を
報
告

平成23年度　全農愛媛県本部表彰
【JA表彰】

西 条 市 農 業 協 同 組 合
愛 媛 た い き 農 業 協 同 組 合
え ひ め 南 農 業 協 同 組 合

【特別功労表彰】
農　協　名 氏　　名

西 条 市 伊　藤　則　雄
周 桑 篠　森　　　均
越 智 今 治 渡　部　浩　忠
松 山 市 山　田　憲　二
愛 媛 た い き 祖母井　信　二

【優秀職員表彰】
農　協　名 氏　　名

西 条 秋　山　雅　志
周 桑 松　木　　　修
え ひ め 中 央 河　本　和　憲
え ひ め 中 央 白　石　達　也
え ひ め 中 央 篠　崎　弘　孝
愛 媛 た い き 青　井　斗志男
に し う わ 松　本　久三雄
に し う わ 野　本　康　司
ひ が し う わ 福　井　義　夫
ひ が し う わ 上　城　善　弘
え ひ め 南 清　水　勝　敏
え ひ め 南 上　田　智　之

JA全農えひめ 平成23年度取扱高実績
（単位：百万円）

部　門 計　画 実　績

食　糧　部 3,257 3,401 

営農販売部 43,483 43,666 

畜　産　部 10,322 11,168 

生産資材部 17,940 16,622 

生　活　部 14,236 11,428 

合　　　計 89,238 86,284 

JA全農えひめグループ会社
平成23年度取扱高実績

（単位：百万円）

会社名 計　画 実　績

㈱えひめ飲料 34,916 33,508

ＪＡえひめ
アイパックス㈱ 4,128 4,234

ＪＡえひめ
フレッシュフーズ㈱ 3,381 2,810

㈱ひめライス 5,270 5,179

ＪＡえひめ
エネルギー㈱ 3,354 3,734

㈱えひめフーズ 620 795

ＪＡえひめ物流㈱ 7,448 6,961

合　　　計 59,117 57,222
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愛
媛
県
果
実
生
産
出
荷

安
定
協
議
会
は
、
７
月
９

日
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
会
議
を

開
き
、
愛
媛
県
の
平
成
24

年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
出
荷
目
標
量
を

産
地
別
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

24
年
産
温
州
み
か
ん
は
、
裏
年
に
あ
た

り
、
開
花
時
点
で
全
国
の
予
想
生
産
量

は
91
万
ｔ
程
度
で
、
需
要
見
込
量
の
96
万

ｔ
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
青
果
物
の
販
売
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
温
州
み
か
ん
の
安
定
価

格
の
実
現
に
向
け
、
高
品
質
果
実
の
安
定

生
産
と
計
画
出
荷
を
推
進
す
る
た
め
、
全

国
果
実
生
産
出
荷
安
定
協
議
会
は
、
６

月
７
日
の
か
ん
き
つ
部
会
で
、
全
国
の

適
正
生
産
量
を
91
万
ｔ
（
23
年
産
比
▲

７
万
ｔ
）、
適
正
出
荷
量
は
81
万
ｔ
（
同

▲
６
・
５
万
ｔ
）
と
し
、
目
標
数
量
を
府

県
別
に
配
分
。
愛
媛
県
は
、
適
正
生
産

量
15
万
１
、５
６
０
ｔ
（
同
▲
７
、８
３
０

ｔ
）、
適
正
出
荷
量
13
万
７
、９
６
０

ｔ
（
同
▲
７
、２
９
０
ｔ
／
う
ち
生
食
用

11
万
９
、０
１
０
ｔ
・
加
工
原
料
用
１
万 

８
、９
５
０
ｔ
）
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
開
花
時
点
の
予

想
生
産
量
は
14
万
９
、５
５
０
ｔ
程
度（
前

年
実
績
比
１
０
０
％
）
で
、
配
分
さ
れ
た

適
正
生
産
量
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
厳

し
い
販
売
環
境
を
踏
ま
え
、協
議
会
で
は
、

隔
年
結
果
が
拡
大
し
な
い
よ
う
適
正
着
果

対
策
を
徹
底
し
、
高
品
質
果
実
生
産
を
目

指
し
た
生
産
対
策
と
と
も
に
、
生
産
目
標

を
明
確
に
し
計
画
的
生
産
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
フ
ィ
ガ
ロ
ン
・
タ
ー
ム
等

の
薬
剤
摘
果
に
よ
る
適
正
着
果
の
推
進
、

老
木
樹
お
よ
び
不
良
系
統
や
10
月
ま
で
の

収
穫
が
困
難
な
極
早
生
品
種
を
中
心
と
し

た
改
植
の
推
進
、
密
植
園
の
間
伐
、
適
正

着
果
量
を
踏
ま
え
た
摘
果
作
業
の
推
進
、

マ
ル
チ
栽
培
等
に
よ
る
高
品
質
果
実
生

産
、
極
早
生
を
中
心
と
し
た
適
切
な
結
実

管
理
等
に
よ
る
極
小
果
の
排
除
、
仕
上
げ

摘
果
・
樹
上
選
果
の
実
施
、
安
定
生
産
可

能
な
園
地
に
転
換
す
る
た
め
改
植
・
高
接

等
、
安
定
生
産
に
向
け
計
画
的
な
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

計
画
出
荷
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
で
販

売
対
策
・
出
荷
計
画
を
策
定
し
、
計
画

に
沿
っ
た
生
産
出
荷
調
整
の
取
り
組
み
徹

Ｊ
Ａ
別
生
産
出
荷
目
標
数
量
決
ま
る
！

み
か
ん
の
高
品
質
安
定
生
産
・
出
荷
を

青　果
販売課

系
統
品
種
の
苗
木
導
入
や
改
植
・
高
接
更

新
、
マ
ル
チ
資
材
費
へ
の
助
成
を
行
う
な

ど
、
産
地
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
品
質
安
定
生
産
に
向
け
、
関
係
者
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

底
と
推
進
を
行
い
ま
す
。
特
に
極
早
生
の

10
月
切
り
上
げ
の
徹
底
と
早
生
種
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
切
り
替
え
や
11
月
の
日
々
の
出

荷
量
の
平
準
化
に
留
意
し
、
出
荷
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
需
給
の
不
均
衡
が
懸
念
さ
れ

る
11
月
中
下
旬
の
出
荷
に
対
し
、「
特
別

出
荷
調
整
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の

期
間
の
愛
媛
県
の
生

食
用
適
正
出
荷
量
は

２
万
６
、６
８
０
ｔ

と
し
ま
す
が
、
出
荷

開
始
時
期
に
再
度
見

直
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
的
に

価
格
低
下
が
顕
著
な

場
合
、
価
格
低
下
が

確
実
と
見
込
ま
れ
る

場
合
に
、
価
格
低
迷

の
要
因
と
な
る
果
実

を
加
工
原
料
用
に
仕

向
け
る
「
緊
急
需
給

調
整
事
業
」
が
発
動

と
な
っ
た
場
合
は
、

各
産
地
が
連
携
し
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

で
は
「
高
品
質
果
実

生
産
支
援
対
策
事

業
」
と
し
て
、
優
良

平成24年産温州みかん生産出荷目標および特別出荷調整の生食用適正出荷量
（単位：トン）

適正生産量 適正出荷量
特別出荷調整
生食用適正出荷量
（11/11～30出荷）生　食　用 加工原料用

う ま 681 620 330 290 80

新 居 浜 市 143 130 60 70 19

周 桑 154 140 60 80 14

東 予 園 芸 483 440 200 240 20

越 智 今 治 9,228 8,400 5,900 2,500 850

え ひ め 中 央 16,939 15,419 11,519 3,900 1,818

松 山 市 967 880 860 20 185

愛 媛 た い き 1,814 1,651 857 794 104

西 宇 和 56,203 51,160 45,060 6,100 10,920

東 宇 和 3,515 3,200 2,500 700 644

え ひ め 南 32,282 29,385 26,049 3,336 5,786

系 統　 合 計 122,409 111,425 93,395 18,030 20,440

系 統 外　 合 計 29,151 26,535 25,615 920 6,240

総 合 計 151,560 137,960 119,010 18,950 26,680

※生食用は、露地・温室みかん・輸出の合計値
※適正生産量と適正出荷量の差は、出荷までの減耗分と農家自家消費分。
※特別出荷調整は国内向けの生食用出荷量。出荷開始時期に生育状況などを踏まえ見直す。
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
道

後
温
泉
の
旅
館
８
館
、
㈱

農
協
観
光
愛
媛
支
店
は
、

伊
予
牛
『
絹
の
味
』
の
消

費
拡
大
と
道
後
温
泉
の
観
光
客
拡
大
の
相

乗
効
果
を
ね
ら
っ
て
、
７
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
、「
道
後
温
泉
で
伊
予
牛
『
絹

の
味
』
食
す
。」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
伊
予
牛
『
絹

の
味
』
を
「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
と
「
す
き

焼
き
」
の
２
種
類
の
料
理
で
提
供
し
、
食

べ
比
べ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
企
画
。
伊

予
牛
『
絹
の
味
』
の
美
味
し
さ
を
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と

道
後
温
泉
の
旅
館
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

伊
予
牛
『
絹
の
味
』
消
費
拡
大
め
ざ
す

畜産部

啓
二
副
知
事
な
ど
、
愛
媛
県
、
生
産
者
代

表
、
旅
館
の
関
係
者
な
ど
20
人
が
出
席
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
試
食
し
な
が

ら
伊
予
牛
『
絹
の
味
』
の
消
費
拡
大
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
７
月
18
日

時
点
で
２
０
０
人
以
上
の
予
約
が
入
り
、

「
滑
り
出
し
は
上
々
」（
㈱
農
協
観
光
愛
媛

支
店
）
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
道
後

温
泉
に
行
っ
た
ら
、
伊
予
牛
『
絹
の
味
』

と
い
う
美
味
し
い
お
肉
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
」「
道
後
温

泉
と
伊
予
牛
『
絹
の
味
』
と
い
う
愛
媛
の

２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
画

期
的
な
取
り
組
み
。
相
乗
効
果
に
期
待
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
声
の
ほ
か
、
旅
館
関

係
者
か
ら
は
、「
牛
肉
だ
け
で
な
く
、
道

後
温
泉
で
愛
媛
の
美
味
し
い
農
産
物
を
ア

ピ
ー
ル
、
提
供
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
期

待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
低
迷
が
続
く
牛
肉
の

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

も
に
、
伊
予
牛
『
絹
の
味
』
を
食
べ
て
暑

い
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

も
の
で
、
旅
館
内
で
は
入
浴
も
楽
し
め
ま

す
。

　
「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
と
「
す
き
焼
き
」

に
加
え
、
各
旅
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ

ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
プ
ラ
ン
（
４
、

０
０
０
円
ま
た
は
５
、０
０
０
円
の
コ
ー

ス
で
旅
館
ご
と
に
異
な
る
。
要
予
約
。
消

費
税
込
み
。
宿
泊
費
・
飲
み
物
代
及
び
宿

泊
の
際
の
入
湯
税
１
５
０
円
は
別
途
）で
、

愛
媛
の
柑
橘
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
ー
ト
も

必
ず
付
い
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
着
１
、０
０
０
名
様

に
伊
予
牛
『
絹
の
味
』
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

【
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

㈱
農
協
観
光
愛
媛
支
店

℡
０
８
９

−

９
４
８

−

５
３
８
１

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て

７
月
18
日
試
食
会
を
開
催

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
、
７
月
18
日
、
松
山
市
の
ホ
テ

ル
「
花
ゆ
づ
き
」
で
、伊
予
牛
『
絹

の
味
』
の
美
味
し
さ
を
よ
り
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、
関
係
者
を
招
き
、
試

食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

試
食
会
に
は
、
愛
媛
県
の
上
甲
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東
温
市
北
野
田
に
あ
る

農
産
物
直
売
所
「
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
え
ひ
め
・
フ
レ
ッ

シ
ュ
市
」
が
、
７
月
14
日

（
土
）、精
肉
・
惣
菜
の
対
面
販
売
コ
ー
ナ
ー

を
新
設
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

精
肉
・
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
Ｊ
Ａ
え

ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
㈱
が
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
入
店
。
産
直
の
伊
予
牛「
絹
の
味
」、「
ふ

れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
が
パ
ッ
ク
売
り
だ
け

で
な
く
、
量
り
売
り
や
オ
ー
ダ
ー
カ
ッ
ト

で
お
買
い
求
め
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
国

産
の
牛
・
豚
ホ
ル
モ
ン
な
ど
品
揃
え
も
充

実
。
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
唐
揚
げ
や
煮

豚
、
和
牛
や
さ
と
い
も
の
コ
ロ
ッ
ケ
が
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。　

 
  

ま
た
、
精
米
機
を
更
新
し
た
ほ
か
、
野

菜
＆
果
物
コ
ー
ナ
ー
も
売
り
場
が
広
が

り
、
品
揃
え
を
充
実
。
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
え

ひ
め
オ
ス
ス
メ
の
「
ど
ぶ
ろ
く
ア
イ
ス
」

の
ほ
か
、「
太
陽
市
（
Ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ａ
ジ
ェ

ラ
ー
ト
）」「
野
村
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
」

な
ど
、県
内
直
売
所
の
ア
イ
ス
・
ジ
ェ
ラ
ー

ト
も
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

商
品
の
充
実
と
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
魅
力
あ
る
店
づ
く
り
め
ざ
す

　

７
月
14
日
は
、
午
前
８
時
30
分
の
開
店

精
肉
・
惣
菜
の
対
面
販
売
コ
ー
ナ
ー
を

新
設
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ＪＡ
グリーン
えひめ

を
前
に
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、
先
着

３
０
０
人
に
紅
白
餅
を
配
布
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
市
部
会
の
藤
井
由
紀
枝
会
長
は
、「
安

全
・
安
心
な
農
産
物
を
皆
さ
ん
の
食
卓
に

お
届
け
し
て
い
き
た
い
。
多
く
の
方
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
16
日
（
月
）
ま
で
、
１
０
０

円
で
じ
ゃ
が
い
も
と
玉
ね
ぎ
の
袋
詰
め
放

題
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
＆
「
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
」
の
試
食
・
特
価
販
売
、
セ
リ

形
式
で
の
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
販

売
、
唐
揚
げ
＆
煮
豚
の
実
演
販
売
、
ウ
イ

ン
ナ
ー
や
卵
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
、
日
替

わ
り
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
え
ひ
め
で
は
、
出
荷
会

員
に
対
し
て
集
荷
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
、
朝
だ
け
で
な
く
午
後
か
ら
の
品
揃
え

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

月
第
１
日
曜
日
に
「
お
客
様
感
謝
デ
ー
」、

第
３
週
の
金
曜
～
日
曜
日
に
は
売
り
出
し

セ
ー
ル
の
ほ
か
、
出
荷
会
員
参
加
に
よ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
実
施
し
、
魅
力
あ

る
店
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

食
だ
け
で
な
く
、
花
木
コ
ー
ナ
ー
は
、

豊
富
に
そ
ろ
っ
た
シ
キ
ミ
や
花
苗
の
ほ

か
、
切
り
花
は
「
日
持
ち
が
い
い
」
と
好

評
で
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

県
内
Ｊ
Ａ

新
ト
ッ
プ
紹
介

Ｊ
Ａ
西
条

　

代
表
理
事
組
合
長

（
平
成
24
年
６
月
25
日
就
任
）

　

加か

藤と
う　

　

尚
た
か
し

◆
略
歴

　

昭
和
25
年
生
ま
れ

　

昭
和
45
年
～
平
成
12
年

　
　
　

Ｊ
Ａ
西
条
職
員

　

平
成
12
年
～
平
成
15
年

　
　
　

Ｊ
Ａ
西
条
常
務
理
事

　

平
成
15
～
17
年

　
　
　

Ｊ
Ａ
西
条
専
務
理
事

　

平
成
21
～ 

24
年

　
　
　

Ｊ
Ａ
西
条
理
事

　

平
成
24
年

　
　
　

Ｊ
Ａ
西
条
代
表
理
事
組
合
長
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JAえひめアイパックス㈱ ㈱えひめ飲料

○代表取締役社長 ※髙原　　茂（常勤）

※○専 務 取 締 役 ※高橋　雄二（常勤）

○常 務 取 締 役 山下　文彦（常勤）

※○取締役相談役 小川　浩史（常勤）

○取締役営業本部長 森実　光夫（常勤）

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAにしうわ＞

○取 締 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAえひめ南＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

◇常 勤 監 査 役 三原　   薫 （常勤）

◇監 査 役 高野　公雄
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAおちいまばり＞

◇監 査 役 梶谷　昭伸
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

◇監 査 役 髙橋　　勉
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

○代表取締役社長 濟川　　誠（常勤）

○専 務 取 締 役 峰岡　茂夫（常勤）

○常 務 取 締 役 中川　達也（常勤）

○取締役販売部長 篠藤　英二（常勤）

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 高野　公雄
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAおちいまばり＞

○取 締 役 梶谷　昭伸
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 髙橋　　勉
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇常 勤 監 査 役 井上　　学（常勤）

◇監 査 役 豊田　明夫
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会副会長）
＜JA周桑＞

◇監 査 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAえひめ南＞

ＪＡ全農えひめグループ７社
平成24年度役員体制

　ＪＡ全農えひめグループ7社は、６月以降株主総会・取締役
会を順次開催し、平成24年度の役員体制を決めました。
　社長人事では、㈱えひめ飲料が髙原茂代表取締役社長、ＪＡ
えひめエネルギー㈱は、峯本耕典代表取締役社長が新たに就任
しました。
　各社の新体制は、次のとおりです（７月23日現在。※は新
役職・新任）。
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○代表取締役社長 幸地　慎一（常勤）

○常 務 取 締 役 西　　尊公（常勤）

○取 締 役 石川　邦彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAうま＞

○取 締 役 ※加藤　　尚
（非常勤）＜JA西条＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 髙橋　　勉
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 山口　恒朗
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAひがしうわ＞

◇監 査 役 ※岡村　伸六
（非常勤・全農愛媛県本部子会社担当監査主任者）

JAえひめフレッシュフーズ㈱

JAえひめエネルギー㈱

○代表取締役社長 ※峯本　耕典（常勤）

○専 務 取 締 役 佐伯　和俊（常勤）

○取締役管理本部長 越智　哲也（常勤）

○取締役オート事業部長 楠　　富夫（常勤）

○取締役ガス事業部長 本田　拓也（常勤）

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 ※小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 矢野　裕文
（非常勤・全農愛媛県本部子会社担当監査主任者）

㈱ひめライス

○代表取締役社長 山本　健吾（常勤）

○常 務 取 締 役 河野　哲也（常勤）

○取 締 役 小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

○取 締 役 ※加藤　　尚
（非常勤）＜JA西条＞

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 山口　恒朗
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAひがしうわ＞

◇監 査 役 豊田　明夫
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会副会長）
＜JA周桑＞

◇監 査 役 梶谷　昭伸
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

◇監 査 役 ※岡村　伸六
（非常勤・全農愛媛県本部子会社担当監査主任者）

JAえひめ物流㈱

○代表取締役社長 武智　嘉之（常勤）

○常 務 取 締 役 清水　宇造（常勤）

○取 締 役 石川　邦彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAうま＞

○取 締 役 高野　公雄
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAおちいまばり＞

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 梶谷　昭伸
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAにしうわ＞

○取 締 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAえひめ南＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

◇監 査 役 ※髙原　　茂
（非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長）

◇監 査 役 ※岡村　伸六
（非常勤・全農愛媛県本部子会社担当監査主任者）

㈱えひめフーズ

○代表取締役社長 長尾　博文（常勤）

○取 締 役 ※髙原　　茂
（非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長）

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAにしうわ＞

○取締役製造部長 阿部　祥二（常勤）

◇監 査 役 藤田　敬二
（非常勤・㈱えひめ飲料管理本部長）

◇監 査 役 髙橋　誠治
（非常勤・㈱えひめ飲料管理課主幹）
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昭和40年５月14日生まれ。南宇和郡城辺町（現愛南町）出身。
四国女子大学短期大学部卒業。昭和63年、結婚を機に就農。水
稲と野菜を担当し、農業経営に取り組む。平成７年、ＪＡえひ
め南女性部加入。平成10年、ＪＡえひめ南女性部フレッシュミ
ズ初代部会長。以後、ＪＡえひめ女性組織協議会フレッシュミ
ズ部会長、ＪＡ全国女性組織協議会理事（フレッシュミズ西日
本代表）等を務め、若手リーダーとして活躍。
平成15年に農産加工所「あぐり工房」を設立し、地元原料にこ
だわる味噌、焼き肉のたれを製造。平成19年、JICAのプロジェ
クトによりタイ国で食品加工の商品開発技術指導にあたる。平
成20年、認定農業者。平成21～23年、ＪＡえひめ南の米粉パ
ン専門店「手作りパン工房みなみ」勤務、生み出したヒット商
品多数。平成22年よりＪＡえひめ南津島支所女性部部長。同年
８月より企業組合「津島あぐり工房」理事長。
「ＪＡ全国女性組織活動発表」最優秀賞、「明日の農山漁村を担
う女性表彰」農林水産大臣賞、「女性のチャレンジ賞」男女共同
参画担当大臣賞等、受賞歴多数。
宇和島市津島町在住。家族はご主人と両親、娘２人。

夢
を
か
た
ち
に

　
～
成
功
へ
の
近
道
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
継
続
す
る
こ
と
～

　
「
お
母
さ
ん
の
夢
は
何
？
」
と
娘
に
聞
か

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
長
女
が
中
学

２
年
生
の
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
延
々
と

し
ゃ
べ
り
続
け
る
私
の
横
で
彼
女
は
笑
っ
て

い
ま
し
た
。
地
域
の
中
で
開
催
さ
れ
た
講
演

会
に
行
っ
て
き
た
彼
女
は
、「
人
は
夢
を
３

分
で
語
っ
て
、
実
現
で
き
な
い
言
い
訳
を
30

分
語
る
ん
だ
っ
て
」
と
。
試
さ
れ
た
気
が
し

て
、
ド
キ
ッ
と
し
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
10
年
農
家
女
性
と
し
て
で
き
る
事
を

や
り
な
が
ら
目
標
を
掲
げ
、「
夢
」
を
持
ち
、

着
実
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
来
ま
し

た
。

　

平
成
15
年
５
月
に
立
ち
上
げ
た
農
産
加
工

施
設
「
津
島
あ
ぐ
り
工
房
」。

　

平
成
21
年
４
月
、
食
文
化
が
変
わ
っ
て
き

た
今
の
時
代
、
形
は
変
わ
っ
て
も
「
や
っ
ぱ

り
日
本
人
に
は
米
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
り
、

製
造
販
売
に
携
わ
っ
た
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
『
手

作
り
パ
ン
工
房
み
な
み
』。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
こ
れ
ら
の
集
大
成
と
も

な
る
事
業
の
立
ち
上
げ
で
す
。
法
人
格
を
持

た
ず
に
活
動
し
て
来
た
農
産
加
工
施
設
を
企

業
組
合
『
津
島
あ
ぐ
り
工
房
』
と
し
て
再
出

発
。
同
時
に
カ
フ
ェ
部
門
、
お
う
ち
ご
は
ん

『
あ
す
も
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

手
作
り
の
麦
味
噌
、
焼
き
肉
の
タ
レ
な
ど

従
来
の
商
品
に
加
え
総
菜
や
、
米
粉
パ
ン
な

ど
販
売
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
、
地
域
の
食
材
に

こ
だ
わ
っ
た
ラ
ン
チ
を
提
供
す
る
イ
ー
ト
イ

ン
の
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
備
え
た
店
舗
で
す
。

「
作
る
食
事
」
か
ら
「
買
う
食
事
」
へ
と
変

化
し
て
い
る
今
、
家
庭
で
の
食
事
を
大
切
に

し
、
昔
な
が
ら
の
一
家
団
欒
を
取
り
戻
し
て

も
ら
い
た
い
。
地
元
の
農
水
産
物
を
使
用
し

た
料
理
、
総
菜
の
販
売
や
料
理
教
室
を
開
催

す
る
事
で
地
元
の
消
費
者
と
交
流
を
深
め
、

米
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
食
材
の
消
費
拡
大

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

通
し
、
地
元
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
。
と

に
か
く
若
い
お
母
さ
ん
方
に
は
、
家
庭
で
食

事
を
作
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。
高
齢
者
の
方

に
は
、
安
心
で
安
全
な
食
事
を
提
供
し
た
い

の
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
作
り
を
お
手
伝
い

し
た
い
の
で
す
。

　

１
年
が
10
年
の
ス
ピ
ー
ド
で
過
ぎ
て
い
く

YUMI YAMASHITA山下由美
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こ
の
３
ヶ
月
で
し
た
。

　

い
つ
の
時
も
私
の
活
動
の
意
匠
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
次
世
代
に
地
域
の
食
文
化
を
残
し

た
い
。そ
し
て
女
性
と
し
て
自
立
を
し
た
い
。

こ
の
二
つ
な
の
で
す
。
今
回
の
起
業
で
私
た

ち
は
大
変
な
リ
ス
ク
を
背
負
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
リ
ス
ク
を
背
負
う
こ
と
で
女
性
は

持
っ
て
い
る
以
上
の
力
を
発
揮
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
地
域
で
は
女
性
が
輝

い
て
い
ま
す
。
女
性
の
柔
軟
な
発
想
、
そ
れ

に
伴
う
行
動
力
。
そ
の
力
が
地
域
に
活
力
を

産
み
、
再
生
さ
せ
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
夢
を
実
現
さ
せ
る
成
功
へ
の
近
道
。
そ

れ
は
継
続
す
る
こ
と
。
そ
の
思
い
を
語
り
続

け
る
こ
と
、
歩
み
続
け
る
こ
と
。
女
性
の
力

を
最
大
限
に
活
か
し
、
夢
に
向
か
っ
て
歩
み

を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
お
母
さ
ん
の
夢
は
何
？
」
と

尋
ね
た
娘
も
大
学
生
に
な
り
ま
し
た
。「
親

の
背
中
を
見
て
子
は
育
つ
」。
や
ん
ち
ゃ
な

二
人
の
娘
た
ち
で
す
が
、
自
分
の
夢
を
追
い

つ
つ
、
子
育
て
に
迷
い
な
が
ら
も
「
お
母
さ

ん
を
見
て
い
た
ら
絶
対
大
丈
夫
！
」
と
自
信

を
持
っ
て
言
え
る
親
に
な
り
た
い
と
い
つ
も

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な

い
親
子
の
絆
が
そ
こ
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
明
る
い
未
来
を
残
し

た
い
。
そ
ん
な
思
い
が
私
を
後
押
し
す
る
の

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
お

店
作
り
を
目
指
し
た
い
の
で
す
。

　

８
月
７
日
（
火
）
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

素
人
の
私
た
ち
は
「
企
業
経
営
と
は
」
と
言

う
こ
と
を
随
分
と
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
し
て

先
進
地
視
察
に
も
随
分
と
行
き
、
素
敵
な
人

た
ち
に
巡
り
会
い
ま
し
た
。
先
を
走
る
人
は

誰
も
輝
い
て
い
て
、
言
葉
に
は
重
み
と
説
得

力
、人
を
動
か
す
力
が
あ
り
ま
す
。巡
り
会
っ

た
人
た
ち
は
新
た
な
私
の
目
標
に
な
り
ま
し

た
。「
井
の
中
の
蛙
」
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

▲和モダンの落ちついたつくりの『あす
も』は、津島町の国道56号線沿い。
７時から18時の営業

と
言
わ
れ
変
化
の
速
度
が
速
い
現
代
、
私
た

ち
と
昔
な
が
ら
の
生
活
習
慣
や
食
文
化
を
取

り
戻
し
ま
せ
ん
か
。
良
い
も
の
は
残
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。明
日
も
一
歩
一
歩
私
た
ち
と
。

と
言
う
思
い
を
込
め
て
『
あ
す
も
』
と
名
付

け
ま
し
た
。そ
し
て
も
う
一
つ
。「
地
域
再
生
」

を
掲
げ
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
は
沢

山
い
ま
す
。
そ
の
沢
山
の
点
を
、線
で
繋
げ
、

面
に
し
て
い
き
た
い
。
地
域
を
一
つ
に
す
る

役
割
を
こ
の『
あ
す
も
』が
担
え
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
の
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

▲新しいスタートを切る山下さん
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　愛媛県内10ＪＡ80部会（21品目）で組織する
ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会は、６月26日、
松山市総合コミュニティセンターで第37回通常
総会を開き、平成24年度の事業計画などを決め
るとともに、TPP交渉参加阻止に向けた特別決
議を採択しました。
　24年度事業方針では、高品質・安定生産に向
けた生産振興とともに、多元的な販売力の強化、
品質向上と反収アップ、１戸あたり栽培面積の
拡大、生産コスト低減対策、担い手や産地リー
ダーの育成など生産体制を整備し、アピール力
のある産地・商品づくりに取り組むことを確認
しました。
　消費宣伝活動では、えひめ野菜のキャラク
ター「落第忍者乱太郎」を活用し、産地アピー
ルと県内外での販売促進活動の実施。さらに収
穫体験や料理教室など消費者との交流活動と食
育活動を通じてファンづくり、イメージアップ
につなげていきます。　
　なお、総会に先立ち、愛媛県農産園芸功労知
事表彰、23年度野菜生産改善共進会（４品目）
入賞者などへの贈呈式が行われました。主な受
賞者は次の皆さんです（敬称略・カッコ内はＪ
Ａ名敬称略）。

●ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会　第37回総会

生産振興とえひめ野菜のイメージアップめざす
◆愛媛県農産園芸功労知事表彰
・那須利行（ひがしうわ）
・片山敏之（松山市）
・東松之輔（大阪中央青果㈱）
・ＪＡ愛媛たいきトマト部会
◆野菜生産改善共進会
【冬春きゅうり】▽県知事賞＝玉井清高（周桑）
▽全農県本部長賞＝今井利徳（同）▽協議会長
賞＝鎌田正志（同）、安藤政治（同）、水口武（え
ひめ中央）
【冬春トマト】▽県知事賞＝渡辺十二（おちい
まばり）▽全農県本部長賞＝冨田健一（同）▽
協議会長賞＝伊藤博明（同）、大澤里子（同）
【いちご】▽県知事賞＝秋川貴則（周桑）▽全
農県本部長賞＝一色雅典（同）▽協議会長賞＝
武方農園（同）、稲生弘和（愛媛たいき）、藤田
要雄（西条）
【アスパラガス】▽県知事賞＝豊田宏次（周桑）
▽全農県本部長賞＝佐山林壱（同）▽協議会長
賞＝佐々木功（同）、青野義則（同）、村上逸雄
（おちいまばり）
◆全農愛媛県本部長感謝状（野菜振興優秀農家）
・中嶋豊（松山市・元組織協議会会長）
・青野義則（周桑・元組織協議会監事）

▲各種販促資材を活用し消費宣伝活動を展開します
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　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ青果販売課は、７月10日、ＪＡ愛媛別館で、
平成23年産冬春野菜出荷反省会と24年産の生産
対策会議を開きました。対象品目は、レタス・
ブロッコリー・ほうれん草・キャベツ・冬春きゅ
うり・一寸蚕豆・白ねぎの７品目。会議には、
品目部会長・ＪＡ・市場・行政関係者ら62人が
出席しました。
　24年産は、極端な寒波と干ばつの影響で作柄
不良となったことから、７品目合計の共販量
は3,671t（前年比88％）で、全品目が計画を下
回りました。単価は、全品目が目標単価を上回
り、白ねぎを除く６品目は前年実績を上回りま
した。企画販売については、厳寒期を中心に数
量調整に苦慮する時期もありましたが、計画41
企画に対して34企画を実施。販売金額は前年比
107％の10億8,264万円でした。
　販売動向・推移は、秋口の台風と高温の影響
で出荷開始当初は出荷量が不安定、それまでの
高値反動もあり弱もち合いの展開でしたが、その
後は天候の回復によって増量傾向となり11月〜12
月中旬までは潤沢な入荷量で販売は苦戦しまし
た。クリスマス以降は春先まで、周期的な寒波
と干ばつにより、数量減の単価高で堅調に推移
しました。４月以降は、それまでの天候不順の

●平成23年産冬春野菜出荷反省会＆24年産生産対策会

共販量は前年比88％、販売金額は107％
影響と端境期ということも重なり、品目によっ
ては日々の出荷量が安定しませんでした。
　全体では、特に数量が不安定な時期や需要期
においては、「愛媛チーム」として分荷調整・
販売を行い、安定販売に努めました。
　市場からは、作付面積・出荷数量の拡大と長
期安定出荷、ＪＡ間・個人間格差の是正、適確
な産地・出荷情報の発信（特に売り込みを図る
ため増量時期）、気温上昇時期の対策（ブロッ
コリーの氷詰め・PPフィルム等）、などの要望
が出されました。
　24年産生産対策会では、需要や23年産の出荷
対応を踏まえ、安定出荷・販売に向け面積拡大
等の取り組み検討、ブロッコリー・ほうれん草
で高温期の予冷対応の実施などを話し合いまし
た。

　ＪＡ全農えひめ青果販売課は、６月20日、Ｊ
Ａ愛媛で、平成24年産夏秋花卉出荷会議を開き
ました。会議には、ＪＡ・市場担当者など20人
が出席。24年産夏秋期品目の販売基本方針、23
年産冬春期品目の中間生産販売報告を協議しま
した。
　24年産夏秋品目販売基本方針では、主力
のテッポウユリが共販量953,000本（前年
比124％）、デルフィニウムは226,350本（同
105％）、ユーカリ404,400本（同103％）などを
計画。
　テッポウユリは、重点市場に対する生産・出
荷情報の精度向上と８月盆・９月彼岸の予約注
文対応等有利販売の実施による市場販売力の強
化などを進めます。
　デルフィニウムは精度の高いD2情報の発信、
平野部から高冷地への産地リレーによる継続出

●平成24年産夏秋花卉出荷会議

精度の高い情報発信と有利販売を進める
荷体制の確立や市場でのイベント・情報交換の
実施等に取り組みます。
　ユーカリは、計画的な出荷、市場・小売店の
要望に対する生産・出荷形態の調整、アレンジ
向けサイズの販売推進、各種展示会やイベント
でのPR活動の実施によるブランド化等を進め
ます。
　また、各品目とも品質向上や均一化に向けた
取り組み強化を進めることを確認しました。
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　愛媛県米麦振興協会は、６月13日、ＪＡ愛媛
で第18回通常総会を開き、24年度事業計画を決
めました。会議には、県・行政、ＪＡなど関係
者22名が出席しました。
　24年度計画では、①「売れる米・麦・大豆」
づくりのための需要に即した生産誘導と品質向
上対策の実施、②「えひめ米・特産麦・県産大
豆」の販売促進と消費拡大対策の実施、③優良
種子の安定供給と種子更新の実施などに取り組
みます。
　米については、県内需要に応じたＪＡ別・銘
柄別作付け計画に基づいた生産誘導と作型の集
約を推進。高温対策について、高温耐性品種の
「きぬむすめ」「にこまる」の実証試験を行い産
地適応性を検証するほか、高温条件化でも品質
低下しにくい穂肥施用法等について現地実証等
に取り組みます。
　麦については、25年連続生産量日本一のはだ
か麦を愛媛特産品として維持するため、関係機

●愛媛県米麦振興協会第18回通常総会

「売れる米・麦・大豆」づくりと消費拡大対策を実施
関が連携し生産拡大対策に取り組むほか、高品
質・安定生産に向け新品種「四国裸110号」「ユ
メサキボシ」の試験栽培に取り組みます。
　大豆については、担い手への集約、ブロック
ローテーションの推進、深耕密播栽培技術等の
導入を進めます。

　愛媛県ＪＡ農産物検査協議会は、６月25日、
ＪＡ愛媛別館で第10回総会を開き平成24年度の
事業計画と役員体制を決めました。
　平成23年９月から農水省は組織再編により、
育成研修や検査指導業務などの米・麦・大豆の
農産物検査業務を大幅に縮小する中、検査協議
会では国が縮小した業務を主体的に実施してい
くことが必要となっています。
　24年度計画では、こうした環境変化に対応し
ていくとともに、従来から取り組んでいる検査
員の育成に対する研修体制の充実や会員の検査
技術の維持・向上に取り組むこととしました。
指導体制では、県協議会に農政事務所OB検査
官と新たに技術主幹を配置し、ＪＡグループの
検査指導体制を強化します。また、検査員の育
成研修の実施や指導的検査員の養成を図ってい

●愛媛県ＪＡ農産物検査協議会第10回総会

検査技術の維持・向上を
くことなどを確認しました。
　24年度の役員改選では、檜垣純二会長（新任・
ＪＡ周桑）ほか新体制を決めました。
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　ＪＡ愛媛農業機械技術指導士連絡協議会（会
員81人）は、７月５日、伊予市のウェルピア伊
予で第49回総会を開き、平成24年度の取組方針
などを決めました。
　24年度は、農家とのふれあいの機会を増やす
ために、実演・試乗会、訪問活動を積極的に展
開し、シェア拡大と競争力の強化、足腰の強い
事業体制の構築を図るほか、新品・中古・修理
整備・部品の４事業分野の体質強化による経営
改善を図ることや、指導士相互の情報交換と
研修活動の活発化に取り組むことを確認しまし
た。
　役員改選が行われ、長野悟会長（再任・ＪＡ
えひめ中央）ほか新役員体制を決めました。
　総会後には、新製品発表研修会を開催。研修
会では、９メーカーの担当者からトラクター・
コンバイン・田植機のほか小型農機まで27機種
の説明を受け、夏の展示会を前に、新しい製品
知識の習得に努めました。
　なお、総会に先立ち、優秀な成績を収めた会

●第49回ＪＡ愛媛農機技術指導士連絡協議会総会＆農機新製品発表研修会

ふれあいの機会を増やし足腰の強い農機事業を構築
員の表彰も行われました。主な受賞者は次の皆
さんです（敬称略・カッコ内はＪＡ名）。
【特別功労表彰】泉富明（愛媛たいき）
【支部表彰】▽個人＝白川洋一（うま）、大森悟
（えひめ中央）、岩田和徳（えひめ南）
▽団体＝ＪＡ周桑
【修理・整備料金パーフェクト運動優秀ＪＡ】
▽ＪＡ周桑、ＪＡおちいまばり、ＪＡえひめ中
央（東部農機センター）

　愛媛県農業用廃プラスチック適正処理推進協
議会は、７月10日、ＪＡ愛媛で理事会を開き、
平成24年度事業活動計画を決めました。
　県内の農業用廃プラスチックの回収量は、
平成13年度の1,986ｔをピークに減少傾向
となっており、平成23年度は797ｔ（計画比
102.7％）。うち再生処理（リサイクル）量は、
地区協議会によるチラシ等を使った啓蒙活動に
より23年度は737ｔ、再生処理率は92.4％と前年
より3.4ポイント向上し、高い水準を維持してい
ます。
　24年度も引き続き県・地区段階それぞれで関
係機関が連携して、農家への啓蒙・指導活動に
より認識向上と効率的・安定的な再生処理シス
テムの改善・確立を図ります。
　さらに、再生処理率の向上・地域平準化に向

●愛媛県農業用廃プラスチック適正処理推進協議会　理事会

23年度再生処理率92.4％のさらなる向上を！
けた検討、モデル実証等により、平成27年度再
生率100％を目標に、リサイクル化を推進しま
す。
　また、循環的利用の観点から、排出抑制対策
として、再生農業資材の実証試験と生分解性マ
ルチの開発状況調査等を行います。
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　ＪＡ全農は、６月12日と13日の２日間、松山
市道後で、平成24年度第１回目の中四国ブロッ
クTAC研究会を開きました。
　TACとは、出向く営農に取り組むＪＡ担当
者の愛称で、中四国のTAC研究会は、TAC活
動のレベルアップと面的拡大につなげようと、
昨年から開いています。
　今回は、56人が参加し、管内７県の県域と
TACの事例報告や静岡県・㈱京丸園の鈴木厚
志社長、ＪＡ静岡中央会担当者の講演を基に質
疑応答しながら、担い手との関係、取り組み方
法、課題と対策・解決手法などを確認しました。
　市場出荷・直販でＪＡ・連合会を全利用し年
間３億円を売り上げる鈴木社長は、「ＪＡの築
いてきた信用はお金では買えない。情報の共有
化を進め、TACがパイプ役となってストーリー
性を持たせた販売につなげることができた。担
い手とＪＡが双方向で情報を活用できるシステ
ム構築や組織の縦割りをなくしていけば、ＪＡ

●平成24年度　第１回中四国ブロックTAC研究会

出向く営農活動のレベルアップと面的拡大めざす
のアグリビジネスは伸びる」と話しました。
　中四国地区では、46ＪＡで234人がTACとし
て活動。平成23年度の訪問担い手数は１万戸、
年間訪問数は８万4,000回。ＪＡ全農の担当者
は、「出向く活動を通じて担い手の要望を事業
に活かし、情報提供や個別課題の解決に努める
ことが重要。今後は担い手と実需者を結ぶ生産
と販売のマッチング強化など総合事業を活かし
た対応が求められる。」と強調していました。

　ＪＡえひめ葬祭協議会は、７月５日、JAひ
がしうわ「ルミエールひがしうわ」で理事会を
開き、平成24年度の取組方針と役員体制を決め
ました。
　県内ＪＡ葬祭事業は、現在10ＪＡ19葬祭会館
が設立され、会館葬の比率は76.3％と年々増え
ていますが、多様化する葬儀形態への対応のほ
か、担当者の提案力・プランニング力が重要と
なっています。
　24年度の取組方針では、組合員・地域の要望
に応えられるよう、事業展開の核となる拠点
整備を推進するとともに、サービスレベル向上
に向けた各種研修講習会の開催を段階的に展開
し、担当者の資質向上・企画力向上を進めます。
今年度は協議会主催で新たに「斎場クリーンリ
ネスコンテスト」を実施するほか、ＪＡグルー
プ独自の葬祭資格制度を確立します。

●「ＪＡえひめ葬祭協議会」理事会

ＪＡ葬祭事業のサービスレベル向上を目ざします
　また、共同仕入れ活動等の共同活動の充実と
ステップアップ、組合員向けの広報活動に積極
的に取り組みます。
　役員改選では、加藤正雄会長（新任・㈱コス
モス代表理事専務）ほか新体制を決めました。
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　ＪＡ全農主催の第45回全農乾椎茸品評会が、
６月14日、鳥取県鳥取産業体育館で開かれ、愛
媛県関係では、成高王洋さん（ＪＡ愛媛たいき）
が大葉中肉の部で農林水産大臣賞を受賞したほ
か、計７名が入賞し、団体の部では優勝したＪ
Ａ全農とっとりに次いでＪＡ全農えひめが準優
勝を飾りました。
　今回は全国22県から353点、うち愛媛県から
は34点が出品され、審査の結果、各賞が決まり
ました。
　入賞者は次の皆さん（敬称略・カッコ内はＪ
Ａ名）。
▽農林水産大臣賞（大葉中肉の部）＝成高王洋
（愛媛たいき）
▽林野庁長官賞（大葉厚肉の部）＝矢野欣一（愛
媛たいき）、大塚幸男（ひがしうわ）
▽林野庁長官賞（大葉中肉の部）＝和気重臣（愛

●第45回全農乾椎茸品評会

成高王洋さんが農林水産大臣賞受賞！
～7人が入賞し、団体の部でＪＡ全農えひめが準優勝～

媛たいき）
▽全農会長賞（大葉厚肉の部）＝河内逡一（愛
媛たいき）
▽（財）日本きのこセンター理事長賞（中葉厚
肉の部）＝久保勝利（愛媛たいき）
▽全農全和会長賞（大葉中肉の部）＝高橋茂行
（ひがしうわ）

▲�農林水産大臣賞を受賞した成高王洋さ
ん出品の乾椎茸

▲�農林水産大臣賞受賞
の成高王洋さん

　伊予市下吾川のＪＡえひめアイパックス㈱
「ファーマーズマーケットいよっこら」は、出
荷会員の作ったサツマイモを原料にしてオリジ
ナル芋焼酎「いもっこら」を開発し、６月23日
から販売を開始しました。
　この焼酎は、「いよっこら」のオリジナル商
品開発の一環として、少しでも出荷会員の収入
アップと店の魅力ある商品構成を目ざし取り組
み、松山市の桜うづまき酒造㈱が製造。
　原料芋には、出荷会員が作った芳醇な風味が
特徴の「黄金千貫」と、甘みが強い「紅あずま」
の２種類の芋を使用。昨年11月下旬に製造を開
始し、約６か月間熟成させて完成したもので、
クセがなく、「芳ばしい香り」と「すっきりと
した甘み」が特徴。芋焼酎が苦手な方や女性で
も飲みやすい味に仕上がっています。
　商品名の「いもっこら」は、社内の応募で、
店名にちなんで親しみやすく、一度聞いたら忘
れられないということで決定しました。
　商品ラベルのデザインにもこだわり、赤色の
ラベルに黒の筆文字を使うことで芋焼酎のイ
メージを出すとともに、女性にも興味を持って
もらおうと、細長いスマートな形を採用。

「いよっこら」がオリジナル芋焼酎「いもっこら」を発売！
　今年度は1.8ℓ瓶が約600本、720mlは約1,400
本の販売を計画しています。価格は、それぞれ
2,080円と1,250円。
　開発を担当した同社の篠藤英二販売部長は、
「愛媛産の原料にこだわった焼酎だからこそ、
愛媛で育まれた食材・料理との相性も良い。多
くの皆さんに味わってほしい」と期待を寄せて
います。
　「いよっこら」では、「七折梅ソフト」も新発
売するなど、オリジナル商品に力を入れていま
す。
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■開催のご案内

レインボーフェスティバルinえひめ2012
11月３日（土）アイテムえひめで開催します。
～ＪＡグループ・生産者より多数の出品参加をお待ちしています～

　ＪＡ全農えひめグループは、11月３日（土）、松山市大可賀のアイテムえひめで、第20回総合イベ
ント「レインボーフェスティバルinえひめ2012」を開催します。
　このイベントは、「生産者と消費者を安心で結ぶ懸け橋」として、愛媛の農業や農畜産物、ＪＡへの
理解を深めてもらおうと毎年開催しているもので、大勢の人で賑わっています。
　今年も、多数のＪＡや生産者（担い手）に参加・ご協力をいただき、イベントを盛り上げたいと考
えています。
　出品参加を希望される担い手・グループは、９月10日（月）までに、最寄りのＪＡまたは下記のイ
ベント事務局にご連絡ください。

■イベント事務局：ＪＡ全農えひめ　総務課　（電話089-948-5316）

　「えひめの食」企画の番組「えひめの食　こたにしょうこの
“旬”発見！～愛ある産地におじゃましま～す！」が、南海放
送で７月15日スタートしました。
　番組では、同局の新人アナウンサー・小谷渉子さんが、産地・
農家等を訪ね、愛媛の旬の農産物を紹介します。
　来年３月まで、南海放送で日曜日12時50分～12時55分、毎月
２～３回放映予定です。
　ナビゲーターの小谷アナは、「県内各所の旬の食材と出会い、
そして農家の皆さんと直接ふれあうことのできる『えひめの食』
番組収録は、えひめに来たばかりの私にとって何よりも貴重な
時間となっています。一生懸命頑張りますので、是非放送を見
て下さいね。よろしくお願いします！」と抱負を話しています。
　「もぎたてテレビ」のすぐ後に放映されます。皆さんもぜひ
ご覧ください。

日曜日 12：50〜12：55放送 ※毎月２・３回放送　もぎたてテレビ のあと！
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と
な
っ
て
お
り
、

上
位
３
品
目
で
全
体
の
約
５
割
を
占
め
て

い
ま
す
（
図
１
）。

　

全
国
の
平
成
23
年
産
ば
ら
の
作
付
面
積

は
４
１
９
ha
で
、
静
岡
県
等
で
減
少
し
た

こ
と
か
ら
前
年
産
に
比
べ
て
13 ha（
３
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
出
荷
量
も
３
億
40
万
本

切り花類の作付面積、出荷量ともに、前年産に比べてやや減少
－ 平成23年産花きの作付（収穫）面積及び出荷量調査結果の概要から －
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り
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約
４
割
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く
が
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る

愛
媛
県
の
ば
ら
の
出
荷
量
は

全
国
第
６
位

図１　切り花類の品目別出荷量構成割合（全国）
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▲使用後の清潔に片づけられた
加工所で、一段落の井川さ
ん。こし餡入り蒸しパン２個
入140円、３個入が200円、
ピールは１袋200円

喜ばれるのがうれしくて！

　「おいでや市」には女性部が自由に利用で
きる加工所を併設しています。
　井川和子さんは蒸しパンと夏みかんピール
をつくる利用者の一人です。毎朝午前５時、
井川さんの蒸しパンづくりがはじまります。
「商品は名前を貼ってある自分ブランドですか
ら‘おいしいものを’というこだわりを持って
つくっています」という、蒸しパンはヨモギ、
万次郎カボチャ、黒糖、蒸しパンミックスの４

種。「やわらかくておいしい」と、昼ごろには
売り切れてしまいます。無農薬契約の夏みか
んの皮を煮詰め、肉厚で、甘さの中のほのか
な苦さが刺激的なピールはお茶うけに、おや
つに、ぴったりのおいしさです。
　じっとしていられない性格という井川さん。
自宅でも自家栽培野菜を使った漬物、夏みか
んジャムなどをつくり、出品しています。

イベントカレンダー

•１月

•３月

•５月

•７月

新春セール

お彼岸セール

ゴールデンウィークセール

疎水感謝祭

•８月

•９月

•11月

•12月

お盆セール

お彼岸セール

創業祭

歳末セール

インフォメーション

おいでや市
●℡／0896-59-6001　

●営／９：00～16：00

●休／火曜

●住／四国中央市妻鳥町1121

●URL／http://www.ja-uma.or.jp/info_sancyoku.html

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.140

寄っておいでや、またおいでやー (^_^)/̃
おいでや市 ～ＪＡうま～

桑城　克隆さん
（おいでや市　職員）

「生産者の愛情たっぷり、大玉スイカ
です。中身はこの通り真っ赤な完熟！

甘くてジューシーで、今がちょうど食
べ頃です、いかがですか？」

川上　義朝さん
（おいでや市　店長）

「キュウリ、トマト、
ナスなど、『おいで
や市』の野菜たちは
夏バテ知らず。新
鮮・イキイキ、夏野
菜をたっぷりとれ
ば、あなたも夏バテ
知らずです」
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▲広い店内風景

▲元気印の看板がお出迎え

▲開店５分前。黄色いカゴのジャジャうま市
便が到着し、スタッフが駆ける慌ただしく
も活気あふれる店内

▲

楽しいポップ
が購買意欲を
そそる

▲特設テントを設置するは
なしば（しきみ）コーナー。
安定的な人気商品

▲地魚の鮮魚コーナーもある

▲次々と、足がとまり、手がのびる惣菜コーナー

▲宇摩地方オリジナルの加工品
▲里いも「伊予美人」を使った焼酎とコロッケ。他に餃
子やドレッシングもある

顔
パ
ワ
ー
が

活
き
て
ま
す
！

笑
　「
お
い
で
や
市
」
は
平
成
９
年
、Ｊ
Ａ
う
ま
川
之

江
中
央
支
店
の
軒
下
で
朝
７
時
か
ら
生
産
者
が
野

菜
を
持
ち
寄
る
朝
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
週
２

日
・
３
時
間
の
み
の
営
業
は
、
開
店
を
待
ち
か
ま

え
た
人
の
列
に
、
30
分
で
商
品
が
な
く
な
る
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。
平
成
20
年
に
Ｊ
Ａ
う
ま
の
直
売
所

「
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
市
」
が
常
設
化
さ
れ
、「
お
い
で

や
市
」
の
出
荷
者
た
ち
も
ま
た
、
常
設
化
を
強
く

希
望
。
平
成
22
年
11
月
に
新
店
舗
に
て
念
願
の
通

年
営
業
と
な
っ

た
直
売
所
で
す
。

　
１
７
０
名
だ
っ

た
出
荷
会
員
は

今
で
は
４
３
０

名
に
増
え
、
３

６
０
㎡
の
売
り

場
に
は
農
産
物

を
は
じ
め
、
様
々

な
商
品
が
並
ん

で
い
ま
す
。
１

日
の
来
店
者
数

は
平
均
約
６
０

０
人
、
平
成
23

年
度
の
売
り
上

げ
は
約
２
億
４
、

０
０
０
万
円
と
、
右
肩
上
が
り
を
継
続
中
で
す
。

　
地
元
の
新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
農
産
物
が
市
価

よ
り
安
価
な
「
お
い
で
や
市
」
で
す
が
、
最
大
の

魅
力
は
、
朝
市
の
時
代
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い

〝
明
る
く
、
元
気
で
、
一
生
懸
命
な
生
産
者
の
み

な
さ
ん
〞
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
空
気

は
、「
お
い
で
や
！
」
と
人
を
呼
び
込
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

川
・
徳
島
と
隣
接
す
る

管
内
広
範
囲
の
農
産
物

香
　「
お
い
で
や
市
」
に
は
四
国
中
央
市
川
之
江
地
区
を
中
心
と
し
た

農
産
物
に
加
え
て
、
毎
朝
「
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
市
」
か
ら
定
期
便
も

届
き
ま
す
。
農
産
物
の
中
心
は
複
合
農
業
を
組
み
合
わ
せ
た
季
節

ご
と
の
各
種
野
菜
、
山
間
部
か
ら
は
栗
や
椎
茸
、
新
宮
・
富
郷
地

区
か
ら
は
茶
葉
、
愛
媛
県
の
「
エ
コ
え
ひ
め
」
認
証
を
受
け
た
学

校
給
食
米
の
「
う
ま
そ
だ
ち
（
こ
し
ひ
か
り
、
愛
の
ゆ
め
）」
な

ど
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
キ
ュ
ウ
リ
に
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、

ミ
ョ
ウ
ガ
、
小
松
菜
、
新
生
姜
、
ス
イ
カ
や
イ
チ
ジ
ク
、
産
地
に

標
高
差
の
あ
る
ト
マ
ト
は
種
類
も
豊
富
に
長
く
旬
の
時
期
が
続
き

ま
す
。
秋
に
は
地
域
特
産
の
里
芋
や

山
の
芋
、
甘
く
て
お
い
し
い
と
評
判

の
山
田
井
み
か
ん
な
ど
の
柑
橘
類
も

出
て
き
ま
す
。
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加工所で、一段落の井川さ
ん。こし餡入り蒸しパン２個
入140円、３個入が200円、
ピールは１袋200円

喜ばれるのがうれしくて！

　「おいでや市」には女性部が自由に利用で
きる加工所を併設しています。
　井川和子さんは蒸しパンと夏みかんピール
をつくる利用者の一人です。毎朝午前５時、
井川さんの蒸しパンづくりがはじまります。
「商品は名前を貼ってある自分ブランドですか
ら‘おいしいものを’というこだわりを持って
つくっています」という、蒸しパンはヨモギ、
万次郎カボチャ、黒糖、蒸しパンミックスの４

種。「やわらかくておいしい」と、昼ごろには
売り切れてしまいます。無農薬契約の夏みか
んの皮を煮詰め、肉厚で、甘さの中のほのか
な苦さが刺激的なピールはお茶うけに、おや
つに、ぴったりのおいしさです。
　じっとしていられない性格という井川さん。
自宅でも自家栽培野菜を使った漬物、夏みか
んジャムなどをつくり、出品しています。
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桑城　克隆さん
（おいでや市　職員）

「生産者の愛情たっぷり、大玉スイカ
です。中身はこの通り真っ赤な完熟！

甘くてジューシーで、今がちょうど食
べ頃です、いかがですか？」

川上　義朝さん
（おいでや市　店長）

「キュウリ、トマト、
ナスなど、『おいで
や市』の野菜たちは
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▲元気印の看板がお出迎え

▲開店５分前。黄色いカゴのジャジャうま市
便が到着し、スタッフが駆ける慌ただしく
も活気あふれる店内

▲

楽しいポップ
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そそる

▲特設テントを設置するは
なしば（しきみ）コーナー。
安定的な人気商品

▲地魚の鮮魚コーナーもある

▲次々と、足がとまり、手がのびる惣菜コーナー

▲宇摩地方オリジナルの加工品
▲里いも「伊予美人」を使った焼酎とコロッケ。他に餃
子やドレッシングもある
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で
す
。

　
地
元
の
新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
農
産
物
が
市
価

よ
り
安
価
な
「
お
い
で
や
市
」
で
す
が
、
最
大
の

魅
力
は
、
朝
市
の
時
代
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い

〝
明
る
く
、
元
気
で
、
一
生
懸
命
な
生
産
者
の
み

な
さ
ん
〞
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
空
気

は
、「
お
い
で
や
！
」
と
人
を
呼
び
込
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

川
・
徳
島
と
隣
接
す
る

管
内
広
範
囲
の
農
産
物

香
　「
お
い
で
や
市
」
に
は
四
国
中
央
市
川
之
江
地
区
を
中
心
と
し
た

農
産
物
に
加
え
て
、
毎
朝
「
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
市
」
か
ら
定
期
便
も

届
き
ま
す
。
農
産
物
の
中
心
は
複
合
農
業
を
組
み
合
わ
せ
た
季
節

ご
と
の
各
種
野
菜
、
山
間
部
か
ら
は
栗
や
椎
茸
、
新
宮
・
富
郷
地

区
か
ら
は
茶
葉
、
愛
媛
県
の
「
エ
コ
え
ひ
め
」
認
証
を
受
け
た
学

校
給
食
米
の
「
う
ま
そ
だ
ち
（
こ
し
ひ
か
り
、
愛
の
ゆ
め
）」
な

ど
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
キ
ュ
ウ
リ
に
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、

ミ
ョ
ウ
ガ
、
小
松
菜
、
新
生
姜
、
ス
イ
カ
や
イ
チ
ジ
ク
、
産
地
に

標
高
差
の
あ
る
ト
マ
ト
は
種
類
も
豊
富
に
長
く
旬
の
時
期
が
続
き

ま
す
。
秋
に
は
地
域
特
産
の
里
芋
や

山
の
芋
、
甘
く
て
お
い
し
い
と
評
判

の
山
田
井
み
か
ん
な
ど
の
柑
橘
類
も

出
て
き
ま
す
。
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編 集 後 記
今月の
クイズ

●
ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
「
れ
ん
げ
畑
を
無
料
開
放
し
交
流

を
深
め
る
」
を
読
み
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
最
近
れ
ん
げ
畑
を
見
な
い
…
。
昔
は
よ

く
他
人
の
畑
に
勝
手
に
入
り
遊
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
は
怒
ら
れ
る
の
か
な
？
記
事
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

（
松
山
市
・
池
田　

奈
緒
美
さ
ん
）

●
み
か
ん
大
使
は
昭
和
34
年
か
ら
実
施
し
て
い
た
の
で
す

ね
。
私
と
同
じ
年
齢
を
重
ね
て
い
た
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
明
る
い
大
使
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。（

四
国
中
央
市
・
宝
利　

礼
子
さ
ん
）

●
「
農
の
風
景
」
の
虫
送
り
と
い
う
江
戸
時
代
か
ら
続
く

豊
作
祈
願
の
記
事
を
拝
読
し
、
昔
の
人
々
の
自
ら
が
手

掛
け
た
農
産
物
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
で
は
簡
単
に
入
る
大
量
生
産
さ
れ
た
外
国
産
の
農
産

物
が
所
狭
し
と
ス
ー
パ
ー
に
並
び
、
食
べ
る
物
に
対
す

る
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
記

事
を
読
み
、
地
産
地
消
の
原
点
と
あ
り
が
た
さ
を
見
た

気
が
し
ま
す
。

　

南
予
の
西
予
市
城
川
町
で
「
城
川
郷
」
と
い
う
美
味
し

い
お
酒
を
造
っ
て
い
る
蔵
元
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
取
材
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
今
治
市
・
阿
部　

達
郎
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
パ
ン
工
房
み
な
み
の
パ

ン
、
ふ
っ
く
ら
し
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

地
域
を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
小
さ
な
積
み
重

ね
。
日
々
の
さ
さ
や
か
な
成
功
を
大
切
に
育
て
て
生
き

た
い
で
す
ね
。

　

愛
媛
の
農
産
物
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
東
京
や
大
阪
に
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
が
…
。

（
松
山
市
・
永
井　

朋
代
さ
ん
）

●
ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
た
第
47
回
え
ひ
め
花
祭

り
「
花
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
表
彰
さ
れ
て
い
た
寺
田
さ
ん

は
、
以
前
か
ら
知
っ
て
い
る
方
で
す
。
知
っ
て
い
る
方
が

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
を
拝
見
で
き
る
の
は
、
と
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
ま
す
ま
す
、
成
果
を
あ
げ
ら
れ
、

ま
た
賞
を
と
っ
て
記
事
と
な
り
、
私
た
ち
の
励
み
に
な

れ
ば
素
敵
で
す
ね
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
）

　

少
し
時
間
が
と
れ
だ
し
た
の
で
、
野
菜
づ
く
り
（
家
庭

菜
園
）
を
と
り
あ
げ
て
ほ
し
い
。
こ
の
月
に
は
こ
の
野

菜
を
植
え
た
ら
い
い
と
か
、
野
菜
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
？（

西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●
Ｊ
Ａ
ふ
る
さ
と
自
慢
「
直
売
所
め
ぐ
り
」
の
小
野
直
売

所
を
関
心
を
持
っ
て
読
み
ま
し
た
。
私
の
近
所
な
の
で
、

月
曜
と
金
曜
日
に
花
を
買
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
宮
内
さ
ん
の
ト
マ
ト
」
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
、

手
に
入
り
ま
せ
ん
、
ト
マ
ト
の
よ
う
な
名
物
野
菜
を
今

後
も
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

月
ご
と
の
農
作
業
や
園
芸
の
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

月
折
々
の
花
や
野
菜
の
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。（

松
山
市
・
兼
井　

真
理
子
さ
ん
）

●
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
い
う
職
種
を
初
め
て
詳
し
く
知
り
ま
し
た
。

農
家
と
一
緒
に
そ
れ
以
上
に
将
来
を
見
据
え
て
指
導
を

し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
と
、
安
心
で
心
強
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

直
売
所
で
た
ま
た
ま
入
荷
中
の
農
家
の
方
が
、
お
客
さ

ん
か
ら
「
こ
れ
と
こ
れ
、
ど
う
違
う
の
？
」
と
か
「
同

じ
種
類
な
の
に
形
の
違
い
で
ど
う
違
う
の
？
」「
料
理
方

法
は
？
」
な
ど
質
問
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
農
家
の
方

も
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
て
、
素
敵
な
交
流
の
場
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
西
条
市
・
谷
﨑　

博
子
さ
ん
）

●
堀
江
ふ
れ
あ
い
市
は
近
く
に
友
人
が
い
る
た
め
、
何
度

か
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
親
切
に
教
え
て
く

れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
県
外
へ
旅
行
に
行
っ
た
所
で
、
直
売
所
な
ど
が

あ
っ
た
。
愛
媛
も
各
地
に
直
売
所
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
同
じ
よ
う
に
各
都
道
府
県
も
直
売
所
が
増
え
て
い

る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（今

治
市
・
越
智　

信
恭
さ
ん
）

●
今
月
の
素
材
に
新
生
姜
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
豚
の
生
姜
焼
き
や
さ
ば
の
味
噌
煮
に
な
ど
使
っ
た

り
す
る
く
ら
い
し
か
使
っ
て
い
な
く
て
、
こ
う
い
う
食
べ

方
、
料
理
の
仕
方
が
あ
る
の
だ
な
と
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
今
治
市
・
中
永　

ユ
カ
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

６
月
号
の
答
え
は
「
昭
和
34
年
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

小
倉　

章
夫
さ
ん
（
松
山
市
）　　
　

福
田
り
つ
子
さ
ん
（
上
島
町
）

橋
本　

由
香
さ
ん
（
伊
方
町
）　　
　

高
市　

久
美
さ
ん
（
松
山
市
）

兼
井
真
理
子
さ
ん
（
松
山
市
）　　
　

北
原　

里
香
さ
ん
（
松
山
市
）

高
橋
八
重
子
さ
ん
（
新
居
浜
市
）　　

上
甲
真
由
美
さ
ん
（
松
山
市
）

谷
﨑　

博
子
さ
ん
（
西
条
市
）　　
　

田
上　

満
代
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

　 当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
24
年
９
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
10
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★「道後温泉で伊予牛『絹の

味』食す。」というキャンペー
ンは、道後温泉と伊予牛『絹
の味』の２つのブランドのタ
イアップ企画で、相乗効果の
発揮が期待されています。今
回の企画では、コースに柑橘
類のデザートも付いてきます
が、旅館関係者からは柑橘な
ど愛媛の農産物を提供・ア
ピールしたいという期待の声
も上がっています。愛媛の農
畜産物の消費拡大とアピール
につなげていきたいもので
す。皆さんのご利用・ご協力
をお願いします。	 （正直）

『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
は
、
４
つ
の
品
質
に
こ
だ
わ

っ
て
い
ま
す
。「
と
こ
と
ん
」「
い
き
い
き
」「
の
び
の

び
」。
最
後
の
ひ
と
つ
は
何
で
し
ょ
う
か
？

「
○
○
○
○
」
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〈材料・４人分〉　　※１人あたり約361kcal
ブドウ	 １房分
干しブドウ	 約40粒
クリームチーズ	 200ｇ
サンドイッチ用パン	 ８枚

〈作り方〉
①　ゼラチンは水でふやかしておく。
②　牛乳を小鍋で温め、砂糖を溶かしてフツフツ
としてきたら、①の水気を切って加えて溶かす。
③　②に生クリームを加えて、火を止める。
④　プリン型に③を流しいれ、冷やし固める。
⑤　皮をむいたブドウを盛る。

※ブドウの皮をむくには、沸騰した湯に房から外
した実だけを入れ、再沸騰すればザルにとり、
氷水につけるとむきやすい。
※ブドウが大量にあれば、房からはずし、皮のま
ま密封容器で冷凍を。むき実も冷凍可能だが、
水分が出る。

ミルクプリン・ブドウ添え ブドウと干しブドウのサンドイッチ貝柱と長芋のソテー・ブドウソース

〈作り方〉
①　貝柱は固いところを除き、塩・コショウをす
る。

②　長芋は皮をむき、１cmの輪切りにし、水に
さらし、水気を切る。

③　フライパンにオリーブオイルを熱し、①と②
をソテーする。

④　ブドウの皮をひたひたの水で煮出し、色が出
たら、砂糖とバルサミコ酢、塩、コショウで味
を調える。

⑤　③を皿に盛りつけ、④をかけ、ハーブを添え
る。

〈作り方〉
①　干しブドウは湯でふやかし、水気を切る。
②　クリームチーズを室温でやわらかくしてお
く。

③　パンに②を塗り、その上に①と皮をむいたブ
ドウを散らしてサンドし、重しをのせてしばら
く置く。

④　食べよい大きさに切り分ける。

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約237kcal
ブドウ	 １房分
牛乳	 ２カップ
生クリーム	 1/2カップ
砂糖	 50ｇ
板ゼラチン	 ６ｇ
　（粉ゼラチンでも可）

〈材料〉　　　　　　※１人あたり約79kcal
貝柱	 12個
長芋	 20cm
オリーブオイル	 適量
ブドウの皮	 １房分
水	 適量
砂糖	 少々
バルサミコ酢	 少々
塩	 適量
コショウ	 適量
ハーブ	 適量

今月の素材

ブドウ

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
右
）
ブ
ド
ウ
と
干
し
ブ
ド
ウ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、（
中
）
ミ
ル
ク
プ
リ
ン
・

ブ
ド
ウ
添
え
、（
左
）
貝
柱
と
長
芋
の
ソ
テ
ー
・
ブ
ド
ウ
ソ
ー
ス

①伯方の塩と瀬戸内産の夏みかんを使用した熱中対策にぴっ
たりの飲料です。

②体液とほぼ等しい浸透圧に仕上げたアイソトニックタイプの
飲料です。

③カロリーが気になる人もゴクゴク飲みやすい、カロリーオ
フ仕上げです。

④安心の原料で、お子様にも美味しく飲んでいただけます。

POM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかん
好評発売中　伯方塩業㈱とのコラボ商品好評発売中　伯方塩業㈱とのコラボ商品

500mlペット

【果汁10％未満／希望小売価格140円（税抜）】

『伯方の塩と瀬戸内で育った夏みかんを使用』

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

ポリフェノール効果で
ワクワク！アンチエイジング！
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